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議
案
第
89
号　

南
相
馬
市
立
病
院

専
門
医
研
修
資
金
貸
与
条
例
制
定

に
つ
い
て

質　

疑　

こ
の
条
例
で
、
医
師
確

保
の
目
途
が
あ
る
か
。

答　

弁　

具
体
的
な
目
途
は
立
っ

て
い
な
い
。
大
学
病
院
で
も
後
期

研
修
医
の
確
保
が
難
し
い
状
況
に

あ
り
、
今
回
制
度
と
し
て
組
み
立

て
た
い
。

質　

疑　

本
条
例
の
周
知
の
仕
方
、

手
法
は
。

答　

弁　

本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
掲
載
。
さ
ら
に
東
北
大
学
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
載
せ
て
い
た

だ
く
。

質　

疑　

東
北
大
学
以
外
の
硯
修

医
か
ら
の
応
募
が
あ
っ
た
場
合
の

対
応
は
。

答　

弁　

応
募
し
た
い
と
い
う
こ

と
で
あ
れ
ば
門
戸
を
開
く
。

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

議
案
第
113
号　

平
成
21
年
度
南
相

馬
市
太
田
財
産
区
特
別
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て

質　

疑　

歳
入
に
99
万
８
干
円
が

貸
付
料
と
し
て
あ
る
が
、
ネ
ク
ス

コ
か
ら
の
も
の
か
。

答　

弁　

原
町
ト
ン
ネ
ル
工
事
作

業
を
担
当
し
て
い
る
前
田
建
設
工

業
㈱
東
北
支
店
か
ら
の
も
の
で
あ

る
。

質　

疑　

工
事
に
よ
り
問
題
が
出

た
と
き
の
対
応
は
。

答　

弁　

貸
付
に
あ
た
り
契
約
を

締
結
し
て
い
る
。
賠
償
責
任
や
、

現
状
回
復
な
ど
、
責
任
の
所
在
を

明
確
に
し
て
対
応
し
て
い
た
だ

く
。

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

議
案
第
123
号　

定
住
自
立
圏
形
成

に
関
す
る
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

質　

疑　

現
在
の
立
場
で
、
定
住

な
い
し
自
立
で
き
る
の
か
。

答　

弁　

人
口
減
少
の
中
で
は
難

し
い
。
南
相
馬
市
で
も
こ
の
よ
う

な
構
想
に
取
り
組
み
、
一
つ
の
自

治
体
と
し
て
今
後
も
継
続
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

質　

疑　

南
相
馬
市
と
し
て

８
千
万
円
の
基
金
積
み
立
て
が
あ

る
が
、
飯
舘
村
は
基
金
を
積
み
立

て
し
て
い
る
か
。

答　

弁　

飯
舘
村
に
は
な
い
。
南

相
馬
市
、
飯
舘
村
両
方
に
便
益
が

あ
る
事
業
目
的
に
使
う
よ
う
指
導

が
あ
る
。

討　

論　

各
分
野
で
南
相
馬
市
と

飯
舘
村
が
、
相
乗
効
果
が
生
ま
れ

る
よ
う
に
、
ま
た
飯
舘
村
は
飲

料
水
の
根
源
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ

７
万
１
千
人
の
命
の
水
を
あ
ず
か

る
と
こ
ろ
と
考
え
る
。
ま
た
こ
の

事
業
を
通
し
て
、
本
市
に
住
み
た

い
、
住
み
続
け
た
い
と
い
う
そ
の

基
盤
づ
く
り
に
、
本
事
業
を
生
か

す
こ
と
の
意
見
を
付
し
て
賛
成
す

る
と
の
意
見
。

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

議
案
第
108
号　

平
成
21
年
度
南
相

馬
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て質　

疑　

都
市
計
画
税
は
、
見
直

し
を
進
め
て
結
論
を
出
す
と
の
見

解
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
結
果
を
ど

の
よ
う
に
周
知
す
る
の
か
。

答　

弁　

現
在
作
業
の
途
中
に
あ

り
、
方
針
が
決
ま
り
次
第
納
税
者

の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
、
ご
理

解
を
い
た
だ
く
手
続
き
を
経
て
案

施
す
る
。

質　

疑　

情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
に

自
動
販
売
機
を
設
置
す
る
こ
と

で
、
福
祉
団
体
は
使
用
料
の
免
除

は
わ
か
る
が
、
電
気
料
は
ど
う
な

の
か
。

答　

弁　

電
気
料
は
、
ど
の
団
体

か
ら
も
い
た
だ
い
て
い
る
。

質　

疑　

住
宅
団
地
の
売
り
払
い

が
済
ん
で
い
な
い
部
分
は
ど
れ
だ

け
あ
る
か
。

答　

弁　

三
里
団
地
は
、
売
れ
て

い
な
い
部
分
が
54
％
。
西
町
団
地

は
26
％
あ
る
。

質　

疑　

JR
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

に
伴
う
事
業
は
、
ど
の
く
ら
い
の

期
間
協
議
し
て
き
た
か
。

答　

弁　

JR
で
は
こ
こ
数
年
検
討

し
て
い
た
が
、
平
成
21
年
度
の
常

磐
線
活
性
化
協
議
会
で
の
要
望
を

受
け
、
か
つ
定
住
自
立
圏
の
民
間

投
資
促
進
交
付
金
の
創
設
を
踏
ま

え
、
JR
で
事
業
化
を
決
定
し
た
。

質　

疑　

債
務
負
担
行
為
補
正
の

内
、
指
定
管
理
料
は
、
管
理
者
と

の
協
定
に
よ
り
締
結
す
る
が
、
額

は
い
く
ら
で
、
限
度
額
は
ど
こ
ま

で
上
が
る
の
か
。

答　

弁　

市
が
考
え
る
基
準
額
を

示
し
、
応
募
す
る
団
体
が
創
意
工

夫
を
し
て
、
指
定
管
理
料
を
提
案

す
る
。
そ
の
結
果
、
額
が
決
定
さ

れ
る
。

質　

疑　

当
初
想
定
し
て
い
る
額

を
上
回
ら
な
い
と
考
え
て
よ
い

か
。

答　

弁　

市
が
提
示
し
た
基
準
額

が
限
度
額
に
な
る
と
捉
え
て
い

る
。

質　

疑　

一
つ
の
団
体
が
三
つ
も

四
つ
も
選
定
の
中
に
入
る
可
能
性

が
あ
る
の
で
、
一
つ
の
線
引
き
が

必
要
で
な
い
か
。

答　

弁　

指
定
管
理
者
選
定
委
員

会
で
も
話
題
と
な
っ
て
い
る
。
一

つ
の
事
業
所
や
団
体
が
何
施
設
に

も
応
募
し
、
市
が
指
名
す
る
ご
と

に
一
定
の
限
度
・
制
約
を
設
け
て

い
る
。
そ
の
分
、
よ
り
多
く
の
団

体
に
参
画
し
て
い
た
だ
く
方
向
を

見
出
し
て
い
き
た
い
。

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

陳
情
第
４
号　

上
り
最
終
電
車
の

増
発
に
つ
い
て

　

審
査
の
過
程
で
は
、
大
変
結
構

な
陳
情
と
の
意
見
。
ま
た
、
採
択

す
る
こ
と
に
異
議
は
な
い
が
、
JR

に
も
採
算
ベ
ー
ス
の
問
題
が
あ

り
、「
は
い
、
わ
か
り
ま
し
た
」

と
も
い
か
な
い
だ
ろ
う
。
時
間
帯

を
工
夫
し
て
欲
し
い
と
か
で
あ
れ

ば
、
ダ
イ
ヤ
を
組
む
余
地
が
出
る

だ
ろ
う
と
の
意
見
。

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
採
択
。

常
任
委
員
会
審
査

総務常任委員会審査
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議
案
第
117
号　

平
成
21
年
度
南
相

馬
市
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て

質　

疑　

営
繕
修
繕
事
業
か
、
耐

用
年
数
で
の
更
新
か
を
伺
う
。

答　

弁　

鹿
島
区
公
共
下
水
道
事

業
用
の
汚
水
管
渠
修
繕
営
繕
事
業

に
つ
い
て
は
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン

プ
の
水
位
計
の
故
障
に
よ
る
修
繕

等
で
、
定
期
点
検
に
基
づ
い
て
耐

用
年
数
の
延
命
と
か
、
故
障
等
の

未
然
防
止
と
い
う
こ
と
で
、
当
初

予
算
で
措
置
さ
れ
な
か
っ
た
部
分

に
つ
い
て
、
今
回
補
正
で
対
応
す

る
も
の
で
あ
る
。

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

議
案
第
108
号　

平
成
21
年
度
南
相

馬
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て質　

疑　

ま
ち
な
か
広
場
の
現
状

に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

市
民
市
場
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
シ
ョ
ッ
プ
は
、
当
初
見
込
ん
だ

販
売
金
額
に
は
届
い
て
い
な
い
状

態
で
、
屋
台
村
に
つ
い
て
は
、
一

定
程
度
の
来
客
が
見
込
ま
れ
て
い

る
も
の
の
、
１
店
が
、
８
月
31
日

で
閉
店
し
て
お
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
あ
る
い
は
ま
ち
な
か
広
場
で
発

行
し
て
い
る
募
集
案
内
に
よ
っ
て

募
集
を
続
け
て
い
き
た
い
。

質　

疑　

商
業
振
興
基
礎
調
査
事

業
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
、
中
心
市

街
地
活
性
化
基
本
計
画
等
と
の
整

合
性
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

こ
れ
ま
で
４
回
の
策
定

委
員
会
を
開
催
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
し
て
は
、
３
月
ま
で
に
構
想

を
完
成
す
る
よ
う
な
こ
と
で
事
務

を
進
め
て
い
る
。
中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
計
画
は
、
南
相
馬
市
に

１
ヶ
所
の
も
の
で
、
小
高
区
・
鹿

島
区
の
基
本
計
画
と
は
別
扱
い
で

進
め
て
い
る
。
今
回
の
調
査
に
つ

い
て
は
３
区
の
商
業
業
種
分
布
に

つ
い
て
調
査
を
考
え
て
お
り
、
小

高
区
・
鹿
島
区
の
交
通
量
の
調
査

デ
ー
タ
は
、
こ
の
事
業
で
実
施
し

た
い
。

質　

疑　

耕
作
放
棄
地
調
査
業
務

委
託
と
し
て
、
耕
作
放
棄
地
現
地

調
査
図
面
デ
ー
タ
入
力
作
業
と

な
っ
て
い
る
が
、
面
積
と
人
数
及

び
デ
ー
タ
の
活
用
に
つ
い
て
伺

う
。

答　

弁　

市
内
の
農
地
面
積
、
水

田
・
畑
・
樹
園
地
を
含
め
て
、

８
千
480 

ha
の
調
査
を
考
え
て
お

り
、
新
規
雇
用
者
は
３
名
、
そ
れ

に
社
員
１
名
を
入
れ
て
４
名
で
の

調
査
と
な
る
。
電
子
デ
ー
タ
の
形

で
入
力
し
て
、
さ
ら
に
、
県
土
地

連
で
作
成
し
て
い
る
地
図
シ
ス
テ

ム
に
入
力
を
し
て
管
理
し
た
い
。

遊
休
農
地
あ
る
い
は
耕
作
放
棄
地

が
増
え
て
い
る
状
況
の
中
で
、
年

内
中
に
耕
作
放
棄
地
の
協
議
会
を

つ
く
り
耕
作
放
棄
地
を
縮
小
し
、

さ
ら
に
継
続
的
な
農
地
を
は
か
れ

る
よ
う
に
し
た
い
。

質　

疑　

カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
で
、
国
県
補
助
事
業
の
ト
ン

ネ
ル
の
形
に
な
っ
て
い
る
部
分
、

相
馬
市
と
本
市
の
具
体
的
な
事
業

の
割
合
と
、
カ
ン
ト
リ
ー
の
利
用

料
金
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

割
合
に
つ
い
て
は
、
事

業
費
で
相
馬
市
分
に
つ
き
ま
し
て

は
５
千
400
万
円
、
原
町
カ
ン
ト

リ
ー
分
に
つ
い
て
は
、
８
千
500
万

円
ほ
ど
の
事
業
費
に
な
っ
て
お

り
、
主
食
用
米
の
カ
ン
ト
リ
ー

利
用
料
金
は
、
消
費
税
込
み
で

１
千
575
円
。
主
食
用
、
飼
料
用
米

は
同
額
と
な
っ
て
い
る
。

質　

疑　

公
有
林
整
備
事
業
で
、

植
栽
何
年
目
の
も
の
が
、
間
伐
に

な
っ
て
る
の
か
。
又
、
間
伐
量
と

利
用
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

社
地
神
の
市
有
林
の

林
齢
は
、
50
年
前
後
の
杉
が
中

心
。
北
山
に
つ
い
て
も
同
じ
杉
が

中
心
で
、
小
高
区
の
羽
倉
に
つ
い

て
は
、
60
年
の
杉
で
あ
る
。
大
富

に
つ
い
て
は
、
65
年
の
杉
が
中
心

の
間
伐
で
あ
る
。
杉
で
２
千
900
立

米
、
松
で
600
立
米
ほ
ど
に
な
る
。

間
伐
材
に
は
細
く
て
活
用
で
き
な

い
も
の
も
あ
る
の
で
、
実
際
に
利

用
で
き
る
木
材
は
こ
れ
よ
り
減
っ

て
く
る
。
間
伐
材
と
し
て
活
用
で

き
る
も
の
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
の

か
は
、
現
地
調
査
を
実
施
し
た
中

で
精
査
し
、
そ
の
利
活
用
に
つ
い

て
は
、
今
後
検
討
を
重
ね
て
い
き

た
い
。

質　

疑　

サ
テ
ラ
イ
ト
周
辺
環
境

の
補
正
に
つ
い
て
、
用
地
測
量
修

正
設
計
の
内
容
と
、
今
後
想
定

さ
れ
る
事
業
費
の
及
び
周
辺
環
境

整
備
で
の
他
の
要
望
に
つ
い
て
伺

う
。

答　

弁　

修
正
設
計
に
つ
い
て

は
、
平
成
19
年
に
設
計
が
で
て
い

た
が
、
地
権
者
の
承
諾
が
得
ら
れ

な
か
っ
た
経
過
が
あ
り
、
今
回
、

地
権
者
の
協
力
を
得
ら
れ
、
事
業

を
進
め
る
中
で
、
法
線
の
多
少
の

ズ
レ
が
生
じ
た
た
め
の
修
正
設
計

で
あ
る
。
サ
テ
ラ
イ
ト
周
辺
事
業

は
、
永
渡
、
南
柚
木
地
区
を
重
点

に
行
っ
て
い
る
が
、
要
望
で
は
５

箇
所
あ
り
、
５
路
線
の
中
で
、
１

路
線
に
つ
い
て
は
平
成
19
年
度

完
成
。
残
り
の
４
路
線
に
つ
い
て

は
、
今
回
の
設
計
も
含
め
て
事
業

化
に
入
っ
て
い
る
。
事
業
費
は
、

概
算
で
８
千
万
円
ほ
ど
か
か
る
予

定
で
、21
年
度
ま
で
実
施
す
る
と
、

４
千
100
万
円
残
る
が
、
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
サ
テ
ラ
イ
ト
か
し
ま
場

外
車
券
場
か
ら
の
周
辺
環
境
対
策

交
付
金
に
基
づ
い
て
修
繕
を
行
っ

て
お
り
、
車
券
の
売
り
上
げ
に
よ

る
。

討　

論　

今
回
の
補
正
予
算
に
つ

い
て
、
主
に
経
済
部
商
工
労
政
の

部
分
で
、
緊
急
雇
用
対
策
を
実
行

す
る
中
で
、
継
続
的
な
雇
用
の
必

要
性
と
と
も
に
、
国
の
方
針
も
一

括
交
付
金
が
示
さ
れ
る
中
で
、
自

ら
の
自
治
体
に
必
要
な
事
業
を
進

め
て
い
く
と
い
う
姿
勢
が
必
要
で

あ
る
。
今
回
の
補
正
を
精
査
し
な

が
ら
、
そ
う
い
っ
た
対
応
を
す
る

よ
う
意
見
を
付
し
て
賛
成
す
る
。

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

常
任
委
員
会
審
査
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